(A) 

「風よ 風よ、 吾 を 汝が立 琴と なせ、 彼の 森の 如く —— 

か、 ハツ ハツ ハ …… 琴に ならぬ うちに、 おさらば だよ、 

森よ 森よ、 さよなら —— と！」 

「真面目 かと 思へば 冗談で、 冗談 かと 思へば 生真面目 

で、 転がせく、 この 樽 を —— だ、 ハツ ハツ ハツ …… 」 

「泣いて 呉れるな ョ、 出船の 邪魔 だョ …… 」 

「今日は 黒 パン、 明日 は 白 パン、 兵士の 歌 だよ、 白い 

娘と 黒い パン、 黒い 娘と 白い パン、 どんどん 行け 行け 

鉄砲 かついで —— 」 



歌のと ころ は 解らなかった が、 誰か y 束の間の 静け 

さの 時に 挙げた 笑 ひ 声が、 まるで 天狗の 声で も あるか 

の やうに 梢の 間に 響き渡つ たのに 興味 を覚 へて、 私 は 

そんな こと を 云った。 

「ワッハ ッハ …… 」 「ワッハ ッハ …… 」 「ヮ ー ッ、 ヮ— 

ッ！」 

私 は、 芝居の 「高 時」 に 想 ひを馳 せて 凝ッと 梢に 向 

つて 眼 をむ いた。 

近々 都へ 向って 出発す る 私の ために 村の 友達 連が 集 

まって、 この 森 を 宴会場に 定めて、 流れの 傍らに 幾 張 

り もの テント を 建て、 夜に 日 をつ いだ 送別会 を 行った 



後に、 漸く 今にな つて 引き あげたと ころであった。 悪 

口 を 云 ひ 合ったり 憾み ごと を 云 ひ 合ったり した 者も悉 

く 打ち 溶けて、 思 ひ/ \ の 仮装 を 凝らし、 踊り、 飲み、 

歌 ひ 抜いて、 名残りな く 引き あげて 来たと ころで あつ 

た。 

「最後に シ ノンが 梢 を 睨んで、 得意の 微笑 を 浮べ てゐ 

る 姿 を 一 つ 撮ら うぢ やない かご 

馬 を 降りて、 酔 醒めに 谷川の 水 を 次々 に 飲んで 一 休 

みして ゐ ると、 誰か y そんな こと を 云って 私に レンズ 

を 向けた。 私はシ ノンの 恋人に 扮 して ゐる 私の 妻に 楣 

を 持たせ、 その 妹に 扮 つた 居酒屋の 娘の 肩 を 抱いて、 



「さあ、 これで 」 

と、 三人 は 並んだ が 二人 は、 私が 厭に 武張って ゐて 

変 だ、 も う 仮装舞踏会 は 終 つた 後の ことなの だから、 

もっとく 打ち 寛いだ 姿 を 執って 貰 ひたい、 でな けれ 

ば ー処に 並ぶ の は 厭 だ！ と、 かぶり を 振って 諾 かな 

かった。 

シ ノン は 恋人 を 抱き、 また その 妹 を も 抱いて、 別れ 

の 挨拶 をし なければ ならな いんだ。 —— 「その 姿 を 撮 

らう ご 

と 云って 私が、 二人 を 引き寄せよう とすると、 二人 

は 赤くな つて 逃げ回った。 誰か、 V、 私が 居酒屋の 娘に 



夏の 夜の 夢」 の、 ひょうきんな 役者 達の やうに 馬鹿く 

しい 夢 を 春霞み の 深い 森の 中に 置き去り にして —— 。 

(B) 

や あ、 鶯が 鳴いて ゐ る！ 

愉快 だな！ 春 だ、 春 だ！ など、、 はじめは 鳥の 

声 を 耳に する 度に 一 同 は 馬の 上から 相 呼応し 合って ゐ 

たが、 行列が 森 をぬ け、 沢 を 渡り、 明るい 峠に さし か、 

ると 八方から 間断の ない 鶯 のさ へずりが 群がり 起り、 

何方 を 指さし、 何方 を 振り向く 予裕も なくなって、 



「もう 少し 脚 を 速めない と 午の 汽車に 乗れない かも 知 

れ ない よご 

「何しろ これから 村に 着いて 着物 を着換 へなければ な 

ら ないから ね ご 

「 蜜柑 問屋 のフォ ー ドが 空いて ゐ ない とすると 馬車 を 

仕立てなければ ならない からな ご 

「いそげ/ \ ！」 

など、 口々 に 云 ひ 合って ゐる もの、、 おそらく 行列 

は鶯の 声に 酔って ゐ るの だら う、 ぼか/ \ と、 駒の 蹄 

の 音ば かりが 長閑に そろうて ゐる ばかりで 一 向 脚な み 

は 速 まらなかった。 



「タ バン . イダ ー リアの 妙 ちゃんに 手伝って もらって 

—— 」 

と 僕 は 妻 を 馬から 手 をと つ て 降ろしながら 命令した。 

「髪 を梳 き、 白粉 もっけ、 踵の 高い 靴と 穿き 換へ ておい 

で。 その 間に、 大 ちゃんが 馬 を 飛ばせて 町の 金 貸 者に 

あ づけて ある 首飾り を 持って来て 呉れる さう だから ご 

「うれしい やうな、 悲しい やうな …… 」 

と 妻 は 微笑 を湛 へ て 胸 をお さ へ た。 

「早く/ \、 馬鹿！」 

僕 は 叱った。 そして 僕 は、 タ バンの テ— ブルで、 東 

京の 井伏へ 宛て ゝ 約束の ハガキ を 書いた。 



「これから 出発す る (Mr&Mrs)。 あしたの 午後 レイ 

ンボ— .グ リルで 待つ。 今度 は 決して 酒 を 飲まぬ ご 

氺 

僕 は 指 を 挙げて タキ シィを 止める。 速い！ 速い！ 

「蜜柑 問屋の フォ— ド より は 具合が 好い ね ご 

「ほんとうにね。 あたし、 ルイズ. ブルックス 大好き 

他に 何処かで 演 つて ゐ ないか しら？」 

「今日は 鈴 木に 案内して もらって 力 ー ピ . オペラ を 見 

物しょう。 ミセス • ヘン キナの 奇麗な 声に 酔 はう ご 



だよ ご 

「六 階へ！」 

「しばらく、 K . M 君。 これから オペラ を 見に 一緒に 

行かない か。 それから …… 」 

「何時まで こちらに 居る の？」 

「面白い な、 東京 は —— 。 このま、 こちらに 住んで し 

まふの だ ご 

「賛成 だ。 マダム は？」 

「あたし も —— 」 

帝劇の 廊下で 僕の 妻 は 煙草 を 喫して ゐる。 これが 昨 

日まで 森の 小屋で まっくろ になって 飯 を 炊いて ゐた人 



かと 思 ふと、 僕 は 眼 をし ばた、 き、 軽い 皮肉 を 感ずる。 

「鱒 二さん 達が、 日本 橋の G —— 何とかと いふ、 何で 

も その 名前 は イタリア 語 か 何 かで、 細君が ブッ ブッ云 

ふとい ふ ほどの 意味な さう だが そこで 待って ゐる 

さう だから、 オペラ はこれ 位に して、 駆けつけて 見よ 

う。 —— 大丈夫 だ、 決して 酔 はぬ ご 

「それから、 あなたと 一 一人で ダンス 場へ 行き ませう ご 

「その 帰りに だけど、 そいつ は、 ちょっとの 間 皆 

に 内緒に してお こ うぢ やない か、 おれ 達の ダンス はき 

つと 時代お くれの ものに 違 ひないだ らうから、 二三 個 

所見 物した 後でない とおれ は 気 恥 かし いんだよ ご 



「憤った つて 仕様がない わご 

「でも —— 明日で も 一 寸 帰って来よ うかしら ご 

「帰りたい の？」 

「あのね ご 

と 僕 は 妻の 耳に さ、 やいた。 「昨夜 僕 は 馬 の 夢 を 

見たん だが、 連中が 居酒屋で 入りび たって、 ドリアン 

が 空腹に 堪へ 兼ねて、 食って しま ふぞ /\ と 叫びな が 

ら、 鶯を 追うて 山野 を 駆け 廻って ゐる …… 」 

「センチ …… 」 

とほき 出して 妻 は 横 を 向いた。 
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